
降雨による湿雪雪崩の発生に関する実験 

積雪層の含水率測定の様子 

作成した多層構造の積雪と実験装置 

1 月 28 日から 2月 1日に、(独)防災科学技術研究所 雪氷防

災研究センター新庄支所（山形県新庄市）の雪氷防災実験棟低

温室において、降雨による湿雪雪崩の発生に関する実験を行い

ました。 

これは同研究所との共同研究「降雨による湿雪雪崩の発生機     積雪構造の観察の様子 

構に関する研究(2)」の実験であり、当センターから 5 名、札幌の寒地土木研究所から 3 名、防災科学

技術研究所から 3名が参加しています。実験では、傾斜させた多層構造の積雪に降雨装置による水分を

浸透させ、積雪構造変化の観察、密度・含水率等の測定を行いました。 
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■積雪観測講習会 

1月15日と3月14、15

日に、当センターにお

いて新潟県の職員な

どを対象に第2回の積

雪観測講習会を開催

しました。この講習会

では、当センター内で

積雪の基本的性質及

び積雪観測方法に関

する講義を受けた後、

野外で積雪観測の実 

習を受けていただきました。    講義の様子           積雪観測実習の様子 
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■地すべり防止施設点検学習会 

12月17～18日に、「第7回地

すべり防止施設点検学習会」

が、国土交通省利根川水系砂

防事務所、群馬県砂防課主催

により群馬県藤岡市で開催

されました。この学習会は、

関東甲信地区の国、都県、研究機関の地すべり担当

者が、地すべり防止施設の維持管理手法について学

習するものです。当センターからは丸山が参加し、

「地すべり防止施設の維持管理－地表水･地下水排

除施設－」と題して講義を行いました。 

■雪崩災害に備えた講習会 

1 月 9 日に、「雪崩災害に対する警戒体制に係る

講習会」が新潟県の主催に

より南魚沼地域振興局管内

で開催されました。この講

習会は県職員を対象とした

ものであり、当センターか

らは野呂・池田が参加しま

した。なお、講師は（独）防災科学技術研究所雪氷

防災研究センター、町田建設（株）、当センターが

担当しています。現地実習では、積雪前に一度確認

している雪崩危険箇所を改めて観察し、積雪の有無

による斜面状況の違いや危険性を判断するポイント、

不安定な斜面積雪の早期除去などについて意見交換

が行われました。 

■新春講演会 

 2月8日に、長野市で(社)

斜面防災対策技術協会中部

長野県支部の新春講演会が

開催されました。この会は、

会員相互の技術の向上を図

るために開催されたもので

あり、講演と優良技術者受賞者の技術発表が行われ

ました。講演では、当センターの丸山が「最近の雪

崩･地すべり研究センターにおける研究」と題して、

国川地すべり、地すべり対策概成斜面の地震による

変動発生状況、地すべり地における地表水・地下水

排除施設の維持管理についてそれぞれ紹介しました。 

■新潟県地すべり対策研究会 

2 月 15 日、新潟市で新潟

県地すべり対策研究会の第

1 回部会が開催されました。

この会には、日本地すべり

学会新潟支部、土木研究所

雪崩・地すべり研究センタ

ー、NPO 新潟県砂防ボランティア協会、国土交通省

北陸地方整備局、新潟県地すべり防止工事士会、新

潟県治山課、農地建設課、妙高砂防事務所、砂防課(事

務局)が参加しています。 

■檜枝岐村の雪崩調査 
3 月 5 日に、福島県檜枝岐村大根卸で発生した大

規模な雪崩の調査を実施しました。この雪崩は、2

月 25 日の栃木県北部を震

源とする地震後に発生した

ものであり、国道 352 号を

約 60 メートルにわたって

遮断し、国道沿いの伊南川

を越え対岸まで到達しまし

た。この調査には、当センターの伊東と中村、寒地

土木研究所 2名、(独)防災科学技術研究所雪氷防災

研究センター新庄支所 2名、福島県庁、檜枝岐村役

場の職員が参加しました。雪崩の調査では、発生地

点、流下経路の断面形状、樹木の破損状況の各確認

と、雪崩堆積物の積雪断面観測などを実施しました。 

■上越市柿崎区の防雪柵調査 

2 月 24 日、新潟県上越市

柿崎区馬正面では、地吹雪

などを防ぐ防雪柵が強風に

より 20ｍにわたって破損

しました。このため、3月 6

日に当センターの伊東が新

潟県上越地域振興局の依頼により、県職員らと現場

の確認を行いました。 

 

転出者あいさつ 

■所長 野呂智之 

在任中は東日本大震災や翌日の長

野北部地震、一昨年の新潟福島豪雨、

昨年の上越市国川地すべりと新潟の

内外で大きな災害が立て続けに起こ

り、改めて国土保全の重要性を痛感

しました。当センターは、融雪地すべりの多さ故に

特別にこの場所に設けられた研究所です。今後とも

お困りのことがあればお気軽にご相談していただけ

れば、と思います。３年間にわたり地域の方々には

大変お世話になりました。ありがとうございました。 
■受入研究員 Willi Pose（ヴィリー ポーゼ） 

私のインターシップは終わ

りましたが、日々充実してい

たので、まだ帰りたくないで

す。滞在中、驚くほどたくさ

んの雪を見て勉強しました。

-18℃の低温室で実験するという体験をとおして自

分が寒い環境が好きであることを知り、白馬での仕

事では、雄大な日本アルプスを体験することができ

ました。皆様にとても親切に接していただいたこと

に感謝いたします。また雪の上でお会いしたいです。 

 

雪崩･地すべり研究センターに関する記事は、ホームページにも

掲載してありますので、ご覧下さい。 
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